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特集１：町営バスの新たな取り組み
特集２：認知症になっても安心して暮らせる町に



今月の
表紙
「夏の夜に輝く  その笑顔が見たくて」　

ご意見募集！
　広報誌をより良くしていくために、みなさんからのご意見を募集しています。ご意見をお送りい
ただいた方の中から抽選で３名様に日南町の特産品をプレゼントいたします。
送り先：〒689-5292　日南町役場　企画課　広報担当
手紙、はがきに①住所②お名前③電話番号④ご意見･ご感想をご記入の上、企画課まで郵送またはお持ち込みください。
皆様からのご意見お待ちしています！（※メールでは受けつけておりませんのでご注意ください。）

　日南町商工会青年部が主催する「金曜ふ
れあい夜市」は、平成３年に始まり、今年
で29回目を迎えました。部員数の減少か
ら開催が困難になり、平成30年を最後に
終了とされていましたが、今年復活開催さ
れました。

　今回は日南町商工会青
年部を代表して、部長の
東洋祐さんにお話を伺い
ました。

　「青年部活動」=「夜市の開催」と言えるほど、夜
市は先輩達が大切に育ててきたイベントでした。一度
開催が途切れていましたが、やはり祭りを開催したい
という熱い気持ちで、今年の開催を決めました｡
 また、夏休みの時期に子どもたちが楽しめる場所
を提供することが大人の役割であり、このような状
況でも、少しでも子どもたちが楽しめる場所を提供
したいという気持ちがあったからです。
　今年は生山自治会のご協力で花火の打ち上げがで
きることになり、にぎやかな夜市ができるというこ
とも開催の後押しになりました。

  広報にちなん令和４年９月　  ２

９月号は、８月５日に開催された「金曜ふれあい夜市」と、夜市を主催した
日南町商工会青年部についてご紹介します。

夜市を復活開催した理由を教えてください
　夜市をはじめとした事業を通じて、青年部員の絆を深め、
それぞれの事業活動に活かしていくことが青年部活動の目
的です。さらには地域のみなさんに青年部活動を知ってい
ただくことも大切です。今年の夜市の反省を活かして、来
年はより良いものにしていきます。
　また、日南町に活気があふれるような催しを青年部一同
で考案し、開催していきたいと思っています。

今後の目標はありますか？

　夜市の開催を聞いて新規加入を決めた部員が多く
あり、勇気づけられました。コロナ禍での開催では
ありましたが、町や多くの事業者の協力を得て開催
できたことは本当にうれしく思います。多くの来場
者でにぎわい、子どもたちが楽しんでくれたこと、
多くの笑顔が溢れたことが励みとなりました。

夜市を開催してよかったことは何ですか？

　商工会青年部は45歳までの経営者及び後継者等が加入で
きる団体です。現在は正部員９人、賛助会員１人の計10人
で活動しています。今後もフレッシュな力で町民のみなさ
んと町を盛り上げていきますので、ご指導よろしくお願い
します。
　また、最盛期の青年部員数は30人ほどあり、現在、新規
加入部員も絶賛募集中です。興味のある方は日南町商工会
までお問い合わせください。

日南町のみなさんへのメッセージ

日南町商工会  日南町生山737  TEL：82-0145

日南町商工会青年部のみなさん（金曜ふれあい夜市にて）

東　洋祐さん
(ひがし司法書士事務所・生山)

ひがし よう  すけ



３　  広報にちなん令和４年９月

令和５年度　農業研修生募集！
農業で、日南町で、夢をつかんでみませんか？
　日南町では、「農業研修生制度」により農業経営を志す人
材を募集し、農業に対する個々の技術を身につけていただく
とともに、地域と連携し、町内に定住する農業後継者の育成
を行っています。現在、22人（4人の研修生を含む）のUI
ターン者が町内で農業に従事しています。
　日南町の恵まれた自然の中で、先人たちが切り開いた農地
を守り、地元農家や地域のみなさんとふれあいながら、この
地で大きな夢をつかんでみませんか。

研修内容

応募資格

【応募書類提出先・問合せ先】　　一般財団法人 日南町産業振興センター
〒689-5224 日南町多里826番地　TEL：84-0660　FAX：84-0080　E-mail：farm@nichinan-ipc.or.jp

●基礎研修
　日南町の主要品目である水稲、トマト、白ねぎ、ピーマン、ブロッコリー、畜産を中心とした農産物 
　の栽培技術指導を実施し、農業経営に関する基礎知識の習得を目指します。
●実務研修
　将来の自立に向けた野菜等の栽培および出荷販売研修を行います。

・農業技術の習得を目的として、日南町が認定した研修先で1年以上継続して研修を受ける意思のある方
・研修終了後に、日南町内で引き続き農業に従事する意欲のある方
・普通自動車免許取得者
・令和５年４月１日現在で18歳以上の方

募集人員と研修期間
●募集人員　３人
●研修期間　１年～３年間（原則２年間）

研修手当等
●研 修 手 当　月額 166,000円
　　　　　　　（年額 1,992,000円）
●その他手当　通勤手当・住居手当あり
●住　　　宅　町営研修宿泊施設、町営住宅、
　　　　　　　  空き家などの紹介あり
●資　格　等　営農に必要な狩猟免許、フォー
　　　　　　　 クリフト免許、大型特殊車免
　　　　　　　  許などの取得費用助成あり

応募手続き
●応募期限　12月23日（金）※応募書類必着
　・郵送の場合は書留でお送りください。　　　
　・募集定員に達しない場合は追加募集を行います。
●提出書類
　日南町農業研修生申込書（兼履歴書）、事前アンケート
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ご
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宅
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近
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迎
え
に
上
が
り
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す
。
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況
に
よ
っ
て
は
バ
ス
が
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で

　
　
き
な
い
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も
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り
ま
す
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②
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。
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。
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。

④
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　町営デマンドバスは平成 21 年 4 月から運行を開始し、今年で 13 年
が経過しました。人口減少と少子高齢化が進む中、町営バス利用者も年々
減少傾向にあります。持続可能な運行が求められる中で、効率的で誰も
が安心して利用できる公共交通を実施する転換期に差し掛かっていま
す。
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　③
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①

利
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備
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乗
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位
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備
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認

これからのデマンド交通
（ドア・ツー・ドア）

これまでのデマンド交通

バス停までのお迎え。
利用者の中には、バス停から家の距離が1㎞離れた方も…

ご自宅付近までお迎えに上がります。
※道路状況によっては進入できない場所もあります。

ドア・ツー・ドア運行に伴い、利用者登録が必要になります 本誌に折り込みしています

利用者登録申込書    
 

日南町営バスのデマンド交通をご利用になるには、事前に利用者登録が必

要となりますので、この用紙に必要事項を記入してください。  
 

◎登録者（家族など、同じ住所で複数の方を登録する場合は、併せてご記入ください。） 

住所 日南町 

ご自宅の 

電話番号 
 

登録者名 
ふりがな 性

別 

生年月日 

年  齢 
携帯電話 

（緊急時・外出時連絡用） 氏  名 

１ 
 男 

・ 

女 

大・昭・平・令 

  年  月  日 
  （   歳） 

 

 

２ 
 男 

・ 

女 

大・昭・平・令 

  年  月  日 
  （   歳） 

 

 

３ 
 男 

・ 

女 

大・昭・平・令 

  年  月  日 
  （   歳） 

 

 

４ 
 男 

・ 

女 

大・昭・平・令 

  年  月  日 
  （   歳） 

 

 

５ 
 男 

・ 

女 

大・昭・平・令 

  年  月  日 
  （   歳） 

 

 

６ 
 男 

・ 

女 

大・昭・平・令 

  年  月  日 
  （   歳） 

 

 

 

※この用紙を次のいずれかの方法でお申し込みください。 

 

 

 

 

 

 

 
※利用者登録は随時行っております。 

※ご登録者が７人以上の場合には、お手数ですが利用者登録申込書をコピーしてお使い下さい。 

※利用者登録申込書に記入していただいた個人情報は、日南町デマンド交通の運行に関する事

以外には一切使用いたしません。 

  ※ご不明な点があれば、日南町役場企画課（☎0859-82-1115）までご連絡ください。  

持 参  でお申し込みの場合  日南町役場企画課 へご持参下さい。 

ＦＡＸ  でお申し込みの場合  FAX：(0859)82-1478 日南町役場企画課行 

メール  お申し込みの場合   s0200@town.nichinan.lg.jp

～ 利用者登録申込書について ～ 
 

この申込書は、町営バスのドア・ツー・ドア型のバス運行に伴う利

用者登録申込書です。 

 利用者登録がなければドア・ツー・ドア型のバスを利用することが

できません。 
 

なぜ利用者登録が必要なの？ 
 

○ドア・ツー・ドア型運行は、予約者に応じて、通る道順が変わり

ます。あらかじめ『氏名、住所』を登録しておかなければ、どこ

までお迎えに行くのかわからず、道順の計算、お迎えに上がる時

間の計算ができないため、運行が出来なくなります。 

また、お迎えに上がる前に、あらかじめ道路状況を確認する必要

がありますので、登録のない方への急な予約の対応ができません。 
 

○利用者登録されていると、ご本人様ではなく、ご家族の方、代理

の方が予約する時にも迅速な対応が可能になります。 
 

 

Prrrrr・・・ 

 

住所登録がないと・・・ 

住所登録がないため、登録後 

でないとご利用できません 

住所登録があると・・・ 

ご自宅付近まで

お迎えします！ 

 

 

～ 裏面に利用者登録申込書があります ～ 

♪ 
♪ 

バスを利用する、しないに関わらず利用者登録をお願いします！ 

!

特
集

ご自宅付近まで　
バスがお迎えに上がる　

ご自宅から
バス停まで移動

　
　予
約
し
て
い
た
け
ど
出
か
け

る
用
事
が
な
く
な
っ
た
な
ど
利
用

予
定
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
必

ず
キ
ャ
ン
セ
ル
の
ご
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
！

! 手
順
③

指
定
の
場
所
か
ら
乗
車

手
順
②

予
約
内
容
の
確
認

手
順
①

電
話
で
予
約ご自宅近く

までお迎え

○時○分に
ご自宅で
お待ち下さい。

【
問
合
せ
】 

役
場
企
画
課
　
８
２―

１
１
１
５
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ア
運
行
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
に
な
る
と

何
が
変
わ
る
の
？

①
ご
自
宅
付
近
に
お
迎
え
に
上
が
り
ま
す
。

　※

道
路
状
況
に
よ
っ
て
は
バ
ス
が
進
入
で

　
　
き
な
い
場
所
も
あ
り
ま
す
。

②
日
中
（
８
時
〜
16
時
）
の
便
が
全
て
ド
ア
・

　
ツ
ー
・
ド
ア
型
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
な
り

　
ま
す
。

③
利
用
者
登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
利
用
者
登
録
が
必
要
な
理
由
は
、
次
ペ
ー

　
ジ
も
し
く
は
本
誌
折
り
込
み
の
「
利
用
者

　
登
録
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
注
意
事
項

①
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
。

②
１
時
間
前
ま
で
の
予
約
が
必
須
で
す
。

③
乗
降
位
置
が
利
用
者
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

④
利
用
し
な
く
な
っ
た
場
合
は
必
ず
キ
ャ
ン
セ
ル

　
の
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
１
時
間
前
ま
で
に
予
約
し
な
い

と
い
け
な
い
の
？

　
　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は
決
ま
っ
た
時
間
に
決
ま
っ

　
た
道
を
走
る
路
線
バ
ス
と
は
異
な
り
、
予
約
の

　
あ
っ
た
方
を
順
番
に
乗
せ
て
い
く
運
行
方
法
で

　
あ
る
た
め
、
予
約
者
に
応
じ
て
運
行
す
る
ル
ー

　
ト
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
　
安
全
に
運
行
す
る
た
め
、
運
行
前
に
ど
の

　
ル
ー
ト
を
通
る
の
か
、
誰
が
乗
車
す
る
の
か
を

　
確
認
し
て
か
ら
お
迎
え
に
上
が
り
ま
す
。
お
迎

　
え
に
上
が
る
時
間
と
バ
ス
の
回
送
時
間
を
考
慮

　
す
る
と
、
運
行
１
時
間
前
ま
で
に
予
約
を
し
て

　
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
運
行
に
遅
れ
が
生
じ
て
し

　
ま
い
ま
す
。

　
　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

運
賃
に
変
更
は
あ
る
の
？

　
　
運
賃
は
こ
れ
ま
で
同
様
に
１
回
の
乗
車
に
つ

　
き
大
人
２
０
０
円
／
こ
ど
も
１
０
０
円
で
す
。

　
　
す
で
に
購
入
さ
れ
て
い
る
回
数
券
も
こ
れ
ま

　
で
通
り
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
民
で
な
い
と
利
用
で
き
な
い
の
？

　
　
利
用
者
登
録
の
な
い
方
で
も
利
用
で
き
ま
す
が
、

　
町
営
バ
ス
の
バ
ス
停
間
の
送
迎
と
な
り
ま
す
。

町
営
バ
ス
の

　  

新
た
な
取
り
組
み

〜
デ
マ
ン
ド
バ
ス
は

　
　ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
型
に

　
　
　
　
　
　
　
　変
わ
り
ま
す
〜

　町営デマンドバスは平成 21 年 4 月から運行を開始し、今年で 13 年
が経過しました。人口減少と少子高齢化が進む中、町営バス利用者も年々
減少傾向にあります。持続可能な運行が求められる中で、効率的で誰も
が安心して利用できる公共交通を実施する転換期に差し掛かっていま
す。

利
用
す
る

　
　
　
た
め
の
準
備

　
こ
れ
ま
で
の
運
行
と
は
異
な

り
、
自
宅
付
近
ま
で
の
送
迎
を

行
い
ま
す
。

　
ス
ム
ー
ズ
な
予
約
受
付
と
配

車
を
行
う
た
め
に
、
利
用
者
の

方
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

を
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
誌
折
り
込
み
の
「
利
用
者

登
録
申
込
書
」
に
必
要
な
事
項

を
ご
記
入
の
う
え
、
役
場
ま
た

は
お
近
く
の
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
登
録
用
紙
を
ご
提
出
い
た
だ

く
と
、
乗
降
場
所
を
お
知
ら
せ

す
る
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
利
用
者
ご
と
に
乗
降
す
る
場

所
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
自

身
の
乗
降
場
所
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ダ
イ
ヤ
が
大
き
く
変
わ
り
ま

す
の
で
、
時
間
を
間
違
え
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
ダ
イ
ヤ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

実
際
に
利
用
し
て
み
よ
う

【
お
伝
え
い
た
だ
く
内
容
】

　①
氏
名

　②
利
用
日
・
時
間
帯

　③
乗
車
場
所
・
行
き
先

　④
電
話
番
号
な
ど

準
備
①

利
用
者
登
録
を
し
よ
う

準
備
②

乗
降
位
置
の
確
認

準
備
③

運
行
ダ
イ
ヤ
を
確
認

これからのデマンド交通
（ドア・ツー・ドア）

これまでのデマンド交通

バス停までのお迎え。
利用者の中には、バス停から家の距離が1㎞離れた方も…

ご自宅付近までお迎えに上がります。
※道路状況によっては進入できない場所もあります。

ドア・ツー・ドア運行に伴い、利用者登録が必要になります 本誌に折り込みしています

利用者登録申込書    
 

日南町営バスのデマンド交通をご利用になるには、事前に利用者登録が必

要となりますので、この用紙に必要事項を記入してください。  
 

◎登録者（家族など、同じ住所で複数の方を登録する場合は、併せてご記入ください。） 

住所 日南町 

ご自宅の 

電話番号 
 

登録者名 
ふりがな 性

別 

生年月日 

年  齢 
携帯電話 

（緊急時・外出時連絡用） 氏  名 

１ 
 男 

・ 

女 

大・昭・平・令 

  年  月  日 
  （   歳） 

 

 

２ 
 男 

・ 

女 

大・昭・平・令 

  年  月  日 
  （   歳） 

 

 

３ 
 男 

・ 

女 

大・昭・平・令 

  年  月  日 
  （   歳） 

 

 

４ 
 男 

・ 

女 

大・昭・平・令 

  年  月  日 
  （   歳） 

 

 

５ 
 男 

・ 

女 

大・昭・平・令 

  年  月  日 
  （   歳） 

 

 

６ 
 男 

・ 

女 

大・昭・平・令 

  年  月  日 
  （   歳） 

 

 

 

※この用紙を次のいずれかの方法でお申し込みください。 

 

 

 

 

 

 

 
※利用者登録は随時行っております。 

※ご登録者が７人以上の場合には、お手数ですが利用者登録申込書をコピーしてお使い下さい。 

※利用者登録申込書に記入していただいた個人情報は、日南町デマンド交通の運行に関する事

以外には一切使用いたしません。 

  ※ご不明な点があれば、日南町役場企画課（☎0859-82-1115）までご連絡ください。  

持 参  でお申し込みの場合  日南町役場企画課 へご持参下さい。 

ＦＡＸ  でお申し込みの場合  FAX：(0859)82-1478 日南町役場企画課行 

メール  お申し込みの場合   s0200@town.nichinan.lg.jp

～ 利用者登録申込書について ～ 
 

この申込書は、町営バスのドア・ツー・ドア型のバス運行に伴う利

用者登録申込書です。 

 利用者登録がなければドア・ツー・ドア型のバスを利用することが

できません。 
 

なぜ利用者登録が必要なの？ 
 

○ドア・ツー・ドア型運行は、予約者に応じて、通る道順が変わり

ます。あらかじめ『氏名、住所』を登録しておかなければ、どこ

までお迎えに行くのかわからず、道順の計算、お迎えに上がる時

間の計算ができないため、運行が出来なくなります。 

また、お迎えに上がる前に、あらかじめ道路状況を確認する必要

がありますので、登録のない方への急な予約の対応ができません。 
 

○利用者登録されていると、ご本人様ではなく、ご家族の方、代理

の方が予約する時にも迅速な対応が可能になります。 
 

 

Prrrrr・・・ 

 

住所登録がないと・・・ 

住所登録がないため、登録後 

でないとご利用できません 

住所登録があると・・・ 

ご自宅付近まで

お迎えします！ 

 

 

～ 裏面に利用者登録申込書があります ～ 

♪ 
♪ 

バスを利用する、しないに関わらず利用者登録をお願いします！ 

!

特
集

ご自宅付近まで　
バスがお迎えに上がる　

ご自宅から
バス停まで移動

　
　予
約
し
て
い
た
け
ど
出
か
け

る
用
事
が
な
く
な
っ
た
な
ど
利
用

予
定
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
必

ず
キ
ャ
ン
セ
ル
の
ご
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
！

! 手
順
③

指
定
の
場
所
か
ら
乗
車

手
順
②

予
約
内
容
の
確
認

手
順
①

電
話
で
予
約ご自宅近く

までお迎え

○時○分に
ご自宅で
お待ち下さい。

【
問
合
せ
】 

役
場
企
画
課
　
８
２―

１
１
１
５
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特集2   認知症になっても安心して暮らせる町に

  広報にちなん令和４年９月　  ６

認
知
症
に
つ
い
て
知
り
ま
し
ょ
う

　
９
月
の
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
に
合

わ
せ
、
認
知
症
へ
の
偏
見
を
な
く
し
、
理
解

を
広
げ
る
た
め
の
活
動
が
世
界
の
国
々
で
行

わ
れ
ま
す
。

　
日
本
で
は
、「
公
益
社
団
法
人
認
知
症
の

人
と
家
族
の
会
」
が
中
心
と
な
り
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
毎
年
取
り
組
み
を
象

徴
す
る
標
語
が
公
募
さ
れ
、
今
年
は
「
忘
れ

て
も
　
あ
な
た
は
あ
な
た
の
　
ま
ま
で
い

い
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

認
知
症
は
、
誰
で
も
な
る
可
能
性
が

あ
る
「
脳
の
病
気
」

　
認
知
症
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
脳
の
細

胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
働
き
が
悪
く
な
っ

た
り
す
る
た
め
に
起
こ
る
「
脳
の
病
気
」
で

す
。
高
齢
に
な
る
ほ
ど
認
知
症
に
な
る
人
の

割
合
は
多
く
な
り
ま
す
が
、
18
歳
か
ら
64
歳

で
発
症
す
る
若
年
性
認
知
症
も
あ
り
ま
す
。

誰
も
が
認
知
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
決

し
て
ひ
と
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
聞
こ
う

　
日
南
病
院
の
高
見
徹
医
師
は
、
認
知
症
サ

ポ
ー
ト
医
の
ひ
と
り
で
す
。「
認
知
症
サ
ポ
ー

ト
医
」
と
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
研
修
を

受
け
、
認
知
症
の
医
療
・
介
護
等
多
職
種
の

連
携
を
進
め
る
医
師
の
こ
と
で
す
。

　
今
回
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
に
合
わ

せ
、
高
見
医
師
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

認
知
症
へ
の
対
応
と
予
防

　
　
　日
南
病
院 

医
師

　高
見

　徹

は
じ
め
に

　
認
知
症
の
人
は
現
在
全
国
で
６
０
０
万
人

で
、
２
０
２
５
年
に
は
７
０
０
万
人
（
65
歳

以
上
の
５
人
に
１
人
相
当
）
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
国
の
「
認
知
症
施
策
推
進
総

合
戦
略
（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）」
で
は
、「
で

き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
す
」
と
、
認
知
症
の
人
に
対
し
て
や

さ
し
い
地
域
づ
く
り
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　
日
南
病
院
は
、「
地
域
づ
く
り
を
す
る
医

療
」
を
掲
げ
て
40
年
の
経
験
と
実
績
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
経
験
と
実
績
は
、
認
知
症
の
対

応
に
も
有
効
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
認
知

症
と
と
も
に
生
き
る
、
希
望
を
持
っ
て
そ
の

人
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま

す
。
認
知
症
に
な
っ
た
人
も
そ
う
で
な
い
人

も
、
支
え
合
っ
て
と
も
に
生
き
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
は
、例
え
ば
、

認
知
症
の
勉
強
会
に
参
加
し
て
み
る
こ
と
、

自
分
の
歴
史
や
願
い
を
記
入
す
る
「
も
し
も

の
時
の
幸
せ
ノ
ー
ト
（
自
分
史
・
私
の
生
き

方
）」（※

）
を
書
い
て
み
る
こ
と
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
試
し
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
、
み
ん
な
で

認
知
症
に
備
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
か
な
？
と
思
っ
た
ら

　
　
　ま
ず
は
主
治
医
に
相
談
を

　
自
分
や
家
族
が「
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
」

と
思
っ
た
時
、
不
安
に
な
り
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
戸
惑
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
か
か

り
つ
け
の
医
療
機
関
が
あ
る
方
は
、
ま
ず
主

治
医
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
が
な
い
方
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
認
知
症
と
同
じ
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
て

も
、
認
知
症
で
は
な
く
他
の
病
気
の
場
合
、

治
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
早
期
に
受
診
を
し

て
確
か
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
、

何
も
わ
か
ら
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い

　「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
何
も
わ
か
ら
な
く

な
る
」「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
お
し
ま
い
だ
」

と
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
の
人
も
、
不
安
な
気

持
ち
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
増
え
て
残

念
な
気
持
ち
、
う
れ
し
い
こ
と
、
悲
し
い
こ

と
な
ど
、変
わ
る
こ
と
な
く
感
情
豊
か
で
す
。

ま
た
、
変
わ
ら
ず
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
役
割
を
す
べ
て
失
う
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
で
き
る
こ
と
は
続
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

毎年９月は世界アルツハイマー月間です

認
知
症
の
相
談
窓
口

　
日
南
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
Ｔ
E
L

‥
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－

0
3
7
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※

「
も
し
も
の
時
の
幸
せ
ノ
ー
ト
」

　
日
南
町
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
で
、

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

日
南
町
の
対
応

　
日
南
町
は
日
本
の
30
年
先
を
行
く
高
齢
化

社
会
な
の
で
、
認
知
症
の
人
へ
の
対
応
は
大

き
な
課
題
で
す
が
、
保
健
・
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
多
職
種
の
連
携
で
、
比
較
的
早
期
に

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で

１
５
０
０
人
（
住
民
の
３
人
に
１
人
相
当
）

の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て
お
り
、
認
知
症

へ
の
理
解
は
深
ま
っ
て
い
ま
す
。認
知
症
は
、

周
囲
の
人
の
対
応
の
仕
方
で
病
状
が
大
き
く

変
わ
っ
て
い
く
の
で
、
こ
の
取
り
組
み
は
今

後
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
い
ち
早
く
認
知
症
に
気
づ
き
、
い
ち
早

く
適
切
な
対
応
を
取
れ
ば
、
認
知
症
の
人
に

穏
や
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
可
能

性
が
高
ま
り
ま
す
。

認
知
症
の
人
へ
の
対
応

　
認
知
症
の
人
へ
の
対
応
の
基
本
は
、「
怒

ら
な
い
」

「
訂
正
し
な
い
」

こ
と
で
す
。
同
じ

こ
と
を
何
度
も
聞

か
さ
れ
た
り
、
聞

か
れ
た
り
す
れ
ば
、

腹
が
立
つ
と
思
い

ま
す
。
専
門
家
で

も
腹
が
立
つ
こ
と

が
あ
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
の

対
応
は
、「
そ
の
場
を
短
時
間
離
れ
て
、
頭

を
冷
や
し
て
か
ら
対
応
す
る
」
こ
と
だ
そ
う

で
す
。

　
認
知
症
の
人
は
、
同
じ
こ
と
を
何
度
も

言
っ
た
り
尋
ね
た
り
さ
れ
ま
す
が
、「
そ
れ

は
さ
っ
き
聞
い
た
」
と
言
わ
れ
て
も
、
本
人

に
と
っ
て
は
初
め
て
言
っ
て
い
る
の
で
、
混

乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昔
と
今
が
混
在
し
て
、
亡
く
な
っ

た
人
の
こ
と
を
生
き
て
い
る
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
訂
正
は
不
可
能
で
す
。

認
知
症
の
人
に
合
わ
せ
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
怒
っ
た
り
訂
正
し
た
り
す
る
と
、
認
知

症
の
人
は
混
乱
し
て
、
口
数
が
減
っ
た
り
、

暴
力
的
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
怒

ら
ず
に
受
け
止
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
と
医
療

　
現
在
、
認
知
症
に
対
す
る

特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

服
薬
に
は
症
状
を
緩
和
す
る

程
度
の
効
果
は
見
込
め
ま
す
。

　
一
方
、
認
知
症
の
人
は
服

薬
管
理
が
で
き
な
く
な
っ
て

き
ま
す
。
薬
を
カ
レ
ン
ダ
ー

に
貼
り
付
け
る
こ
と
で
対
応
で
き
る
時
期
も

あ
り
ま
す
が
、
月
日
が
分
か
ら
な
く
な
れ
ば

そ
れ
も
う
ま
く
い
か
な
く
な
り
ま
す
。
命
に

関
わ
る
薬
が
飲
め
な
く
な
っ
た
り
飲
み
す
ぎ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
、
心
不

全
や
糖
尿
病
な
ど
で
治
療
が
必
要
な
場
合
に

は
、
同
居
の
家
族
が
い
れ
ば
な
ん
と
か
在
宅

生
活
が
可
能
で
す
が
、
一
人
暮
ら
し
の
人
が

認
知
症
に
な
り
薬
の
管
理
が
で
き
な
け
れ

ば
、
命
に
関
わ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合

は
、
施
設
で
の
対
応
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
認
知
症
で
薬
が
飲
め
な
く
な
れ
ば
、

命
に
関
わ
ら
な
い
程
度
の
薬
は
、
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

認
知
症
の
予
防

　
イ
ギ
リ
ス
の

有
名
な
医
学
誌

が
、
認
知
症
の

３
分
の
１
は
予

防
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
と
発

表
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
改

善
可
能
な
も
の

と
し
て
、
次
の
８
項
目
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
難
聴
の
改
善

②
高
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

③
肥
満
の
改
善

④
喫
煙
を
や
め
る

⑤
う
つ
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

⑥
運
動
不
足
の
改
善

⑦
人
中
に
出
か
け
る

⑧
糖
尿
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
何
を
ど
れ
だ
け
改
善
す
れ
ば
有
効
な
の
か

明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
活
習
慣
を
き

ち
ん
と
整
え
て
、
人
中
に
出
か
け
る
こ
と
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
認
知
症
へ
の
対
応
は
、
今
後
の
日
本
の
大

き
な
課
題
の
一
つ
で
す
。
認
知
症
は
「
明
日

は
我
が
身
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
日
南
町
を
「
た
と
え
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
」
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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認
知
症
に
つ
い
て
知
り
ま
し
ょ
う

　
９
月
の
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
に
合

わ
せ
、
認
知
症
へ
の
偏
見
を
な
く
し
、
理
解

を
広
げ
る
た
め
の
活
動
が
世
界
の
国
々
で
行

わ
れ
ま
す
。

　
日
本
で
は
、「
公
益
社
団
法
人
認
知
症
の

人
と
家
族
の
会
」
が
中
心
と
な
り
、
関
係
機

関
と
連
携
し
て
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
毎
年
取
り
組
み
を
象

徴
す
る
標
語
が
公
募
さ
れ
、
今
年
は
「
忘
れ

て
も
　
あ
な
た
は
あ
な
た
の
　
ま
ま
で
い

い
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

認
知
症
は
、
誰
で
も
な
る
可
能
性
が

あ
る
「
脳
の
病
気
」

　
認
知
症
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で
脳
の
細

胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
働
き
が
悪
く
な
っ

た
り
す
る
た
め
に
起
こ
る
「
脳
の
病
気
」
で

す
。
高
齢
に
な
る
ほ
ど
認
知
症
に
な
る
人
の

割
合
は
多
く
な
り
ま
す
が
、
18
歳
か
ら
64
歳

で
発
症
す
る
若
年
性
認
知
症
も
あ
り
ま
す
。

誰
も
が
認
知
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
決

し
て
ひ
と
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
に
聞
こ
う

　
日
南
病
院
の
高
見
徹
医
師
は
、
認
知
症
サ

ポ
ー
ト
医
の
ひ
と
り
で
す
。「
認
知
症
サ
ポ
ー

ト
医
」
と
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
研
修
を

受
け
、
認
知
症
の
医
療
・
介
護
等
多
職
種
の

連
携
を
進
め
る
医
師
の
こ
と
で
す
。

　
今
回
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
に
合
わ

せ
、
高
見
医
師
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

認
知
症
へ
の
対
応
と
予
防

　
　
　日
南
病
院 

医
師

　高
見

　徹

は
じ
め
に

　
認
知
症
の
人
は
現
在
全
国
で
６
０
０
万
人

で
、
２
０
２
５
年
に
は
７
０
０
万
人
（
65
歳

以
上
の
５
人
に
１
人
相
当
）
に
な
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
国
の
「
認
知
症
施
策
推
進
総

合
戦
略
（
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）」
で
は
、「
で

き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
す
」
と
、
認
知
症
の
人
に
対
し
て
や

さ
し
い
地
域
づ
く
り
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　
日
南
病
院
は
、「
地
域
づ
く
り
を
す
る
医

療
」
を
掲
げ
て
40
年
の
経
験
と
実
績
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
経
験
と
実
績
は
、
認
知
症
の
対

応
に
も
有
効
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
認
知

症
と
と
も
に
生
き
る
、
希
望
を
持
っ
て
そ
の

人
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま

す
。
認
知
症
に
な
っ
た
人
も
そ
う
で
な
い
人

も
、
支
え
合
っ
て
と
も
に
生
き
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
と
し
て
は
、例
え
ば
、

認
知
症
の
勉
強
会
に
参
加
し
て
み
る
こ
と
、

自
分
の
歴
史
や
願
い
を
記
入
す
る
「
も
し
も

の
時
の
幸
せ
ノ
ー
ト
（
自
分
史
・
私
の
生
き

方
）」（※

）
を
書
い
て
み
る
こ
と
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
試
し
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
、
み
ん
な
で

認
知
症
に
備
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
か
な
？
と
思
っ
た
ら

　
　
　ま
ず
は
主
治
医
に
相
談
を

　
自
分
や
家
族
が「
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
」

と
思
っ
た
時
、
不
安
に
な
り
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
戸
惑
っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
か
か

り
つ
け
の
医
療
機
関
が
あ
る
方
は
、
ま
ず
主

治
医
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
が
な
い
方
は
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
認
知
症
と
同
じ
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
て

も
、
認
知
症
で
は
な
く
他
の
病
気
の
場
合
、

治
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
早
期
に
受
診
を
し

て
確
か
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
、

何
も
わ
か
ら
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い

　「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
何
も
わ
か
ら
な
く

な
る
」「
認
知
症
に
な
っ
た
ら
お
し
ま
い
だ
」

と
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
の
人
も
、
不
安
な
気

持
ち
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
増
え
て
残

念
な
気
持
ち
、
う
れ
し
い
こ
と
、
悲
し
い
こ

と
な
ど
、変
わ
る
こ
と
な
く
感
情
豊
か
で
す
。

ま
た
、
変
わ
ら
ず
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
役
割
を
す
べ
て
失
う
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
で
き
る
こ
と
は
続
け
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

毎年９月は世界アルツハイマー月間です

認
知
症
の
相
談
窓
口

　
日
南
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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「
も
し
も
の
時
の
幸
せ
ノ
ー
ト
」

　
日
南
町
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
で
、

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

日
南
町
の
対
応

　
日
南
町
は
日
本
の
30
年
先
を
行
く
高
齢
化

社
会
な
の
で
、
認
知
症
の
人
へ
の
対
応
は
大

き
な
課
題
で
す
が
、
保
健
・
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
多
職
種
の
連
携
で
、
比
較
的
早
期
に

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で

１
５
０
０
人
（
住
民
の
３
人
に
１
人
相
当
）

の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
て
お
り
、
認
知
症

へ
の
理
解
は
深
ま
っ
て
い
ま
す
。認
知
症
は
、

周
囲
の
人
の
対
応
の
仕
方
で
病
状
が
大
き
く

変
わ
っ
て
い
く
の
で
、
こ
の
取
り
組
み
は
今

後
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
い
ち
早
く
認
知
症
に
気
づ
き
、
い
ち
早

く
適
切
な
対
応
を
取
れ
ば
、
認
知
症
の
人
に

穏
や
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
可
能

性
が
高
ま
り
ま
す
。

認
知
症
の
人
へ
の
対
応

　
認
知
症
の
人
へ
の
対
応
の
基
本
は
、「
怒

ら
な
い
」

「
訂
正
し
な
い
」

こ
と
で
す
。
同
じ

こ
と
を
何
度
も
聞

か
さ
れ
た
り
、
聞

か
れ
た
り
す
れ
ば
、

腹
が
立
つ
と
思
い

ま
す
。
専
門
家
で

も
腹
が
立
つ
こ
と

が
あ
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
の

対
応
は
、「
そ
の
場
を
短
時
間
離
れ
て
、
頭

を
冷
や
し
て
か
ら
対
応
す
る
」
こ
と
だ
そ
う

で
す
。

　
認
知
症
の
人
は
、
同
じ
こ
と
を
何
度
も

言
っ
た
り
尋
ね
た
り
さ
れ
ま
す
が
、「
そ
れ

は
さ
っ
き
聞
い
た
」
と
言
わ
れ
て
も
、
本
人

に
と
っ
て
は
初
め
て
言
っ
て
い
る
の
で
、
混

乱
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昔
と
今
が
混
在
し
て
、
亡
く
な
っ

た
人
の
こ
と
を
生
き
て
い
る
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
訂
正
は
不
可
能
で
す
。

認
知
症
の
人
に
合
わ
せ
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
怒
っ
た
り
訂
正
し
た
り
す
る
と
、
認
知

症
の
人
は
混
乱
し
て
、
口
数
が
減
っ
た
り
、

暴
力
的
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
怒

ら
ず
に
受
け
止
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
と
医
療

　
現
在
、
認
知
症
に
対
す
る

特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

服
薬
に
は
症
状
を
緩
和
す
る

程
度
の
効
果
は
見
込
め
ま
す
。

　
一
方
、
認
知
症
の
人
は
服

薬
管
理
が
で
き
な
く
な
っ
て

き
ま
す
。
薬
を
カ
レ
ン
ダ
ー

に
貼
り
付
け
る
こ
と
で
対
応
で
き
る
時
期
も

あ
り
ま
す
が
、
月
日
が
分
か
ら
な
く
な
れ
ば

そ
れ
も
う
ま
く
い
か
な
く
な
り
ま
す
。
命
に

関
わ
る
薬
が
飲
め
な
く
な
っ
た
り
飲
み
す
ぎ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特
に
、
心
不

全
や
糖
尿
病
な
ど
で
治
療
が
必
要
な
場
合
に

は
、
同
居
の
家
族
が
い
れ
ば
な
ん
と
か
在
宅

生
活
が
可
能
で
す
が
、
一
人
暮
ら
し
の
人
が

認
知
症
に
な
り
薬
の
管
理
が
で
き
な
け
れ

ば
、
命
に
関
わ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合

は
、
施
設
で
の
対
応
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
認
知
症
で
薬
が
飲
め
な
く
な
れ
ば
、

命
に
関
わ
ら
な
い
程
度
の
薬
は
、
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

認
知
症
の
予
防

　
イ
ギ
リ
ス
の

有
名
な
医
学
誌

が
、
認
知
症
の

３
分
の
１
は
予

防
で
き
る
か
も

し
れ
な
い
と
発

表
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
改

善
可
能
な
も
の

と
し
て
、
次
の
８
項
目
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
難
聴
の
改
善

②
高
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

③
肥
満
の
改
善

④
喫
煙
を
や
め
る

⑤
う
つ
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

⑥
運
動
不
足
の
改
善

⑦
人
中
に
出
か
け
る

⑧
糖
尿
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

　
何
を
ど
れ
だ
け
改
善
す
れ
ば
有
効
な
の
か

明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
活
習
慣
を
き

ち
ん
と
整
え
て
、
人
中
に
出
か
け
る
こ
と
を

推
奨
し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　
認
知
症
へ
の
対
応
は
、
今
後
の
日
本
の
大

き
な
課
題
の
一
つ
で
す
。
認
知
症
は
「
明
日

は
我
が
身
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
日
南
町
を
「
た
と
え
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
」
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。



「生き抜く力」を育む園小中一貫教育

特色３　授業づくり

【問合せ】 教育委員会 　８２- １１１８

　今、日南町の教育では、子どもたちが「何を学ぶか」という教育の内容とともに、その内容を学ぶこと

で「何ができるようになるか」、つまり児童生徒が実生活で生かせる力を獲得することをあわせて重視し

ています。そのため、指導の際には、児童生徒の発達の段階、一人ひとりの多様な能力・適性、興味・関

心、性格、学習経験等を的確にとらえ、きめ細かく指導・支援することが求められています。

「何ができるようになったか」「何が身についたか」を明らかにするためには、今の子どもたちが「何が

できるのか」「何を身につけているか」をきちんと把握することが必要です。日南小・中学校では、これ

までにも「教科指導に関する情報交換会」を開き、小学校での指導内容と中学校での指導内容を見合わせ、

お互いに情報交換を行ったり、指導に一貫性を持たせるための話し合いを行ったりしてきました。何がで

きるか、どこまで知っているか、どこまでできるように

なって中学校を卒業していくかをみんなで確認して、授

業づくりの充実を図ってきました。

　今年度からはこども園も加わり、こども園から中学校

までの間に子どもたちがどんな成長をしていくのかを

みんなで確認し、みんなで支えていくことを目指してい

ます。

　地域の方にも授業に参加してもらう機会があります。

その時には、子どもたちの「できるようになった」「身

についた」を一緒に喜んでいただきたいと思います。

  広報にちなん令和４年９月　  ８

日野郡公設塾「まなびや縁側」　日野郡３町合同で夏合宿開催！
　８月４日、５日の2日間、鳥取県立大山青年の家で「えんがわガッシュク」

と題して夏合宿を行いました。

　この合宿では、生徒それぞれが興味を持って主体的に取り組むテーマを見つ

けることを目標としました。自分は今、何に興味を持ち、何を探究したいのか

を考えることで、自己理解が深まります。あわせて今回は、その自分の興味や

関心を地域や周りの人たちと結びつけることができないか、ということも考え

ました。自らの活動が自分にとってのメリットとなるだけではなく、地域や社会にとっても何かしらのメリッ

トとなれば、それは立派な「ふるさと教育」だと思います。参加した生徒は積極的に多くのアイデアを出し、

取り組むテーマや具体的な活動を決めるなど、予想以上の成果を上げてくれました。今後まなびや縁側では、

生徒が決めたテーマや活動を実行・実現させるために支援を行っていきます。

　大山青年の家といういつもと違う場所で、自然体験やスポーツを行ったり、

共同生活を楽しんだりしながら過ごした、あっという間の2日間でした。

　このように公設塾では楽しい企画をたくさん行っています。塾生以外も参加

できる企画もたくさんありますので、ぜひ、ご参加下さい。

※合宿は、宿泊を１人１部屋とするなど、十分な感染症対策を行った上で開催しました。

日野郡公設塾「まなびや縁側」日南拠点
住   所：日南町生山148-2  ステーションアベニューぷらら２階（JR生山駅隣接）
対   象：日南中学校3年生、高校生
開   塾：火～金曜日　放課後～21:00 ／ 土曜日　10:00～18:00
休塾日：日曜日・月曜日・祝日（休塾日と祝日が重なる場合は、加えて翌火曜日を振替休塾日とします）
電   話：080-8035-1460 　　　　　　E-mail：nichi.manabiya@gmail.com

塾   費：中学生無料／高校生1,000円(月額)

公式LINE



外国語指導助手
ルーシーの Happy Column

９　  広報にちなん令和４年９月

■
に
ち
な
ん
ふ
る
里
ま
つ
り
と
は
？

　
町
内
で
文
化
活
動
に
親
し
ん
で
い
る
個

人
や
団
体
が
集
い
、
日
頃
の
活
動
成
果
を

発
表
す
る
と
と
も
に
、
町
民
が
楽
し
み
な

が
ら
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
場
を

目
指
し
た
日
南
町
最
大
の
お
ま
つ
り
で
す
。

今
年
は
「
育
ち
合
う
　
伝
え
合
う
　
文
化

の
輪
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

■
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　
ふ
る
里
ま
つ
り
で
は
、

　
・
芸
能
発
表

　
・
町
民
の
作
品
展
示

　
・
図
書
館
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
広
場

　
・
鳥
取
大
学
連
携
出
前
科
学
実
験

　
同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

　
・
中
学
校
文
化
祭

　
・
町
駅
伝
競
走
大
会

　
・
食
の
バ
ザ
ー
ル

　
・
林
業
ま
つ
り

　
・
お
し
ご
と
フ
ェ
ア

　
　
（
日
南
町
版
キ
ッ
ザ
ニ
ア
）

　
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
ど
ん
な
も
の
が
展
示
さ
れ
る
の
？

　
詩
歌
や
絵
手
紙
、
書
、
木
工
作
品
、
絵

画
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
力
作
が
出
展
さ
れ
る
ほ
か
、
各
団
体
の

活
動
紹
介
な
ど
も
掲
示
し
ま
す
。

■
出
展
す
る
に
は
？

　
本
誌
折
り
込
み
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
教
育
委
員
会
事
務
局
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
出
展
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
締
切
：
９
月
16
日
）

【
問
合
せ
】
教
育
委
員
会
　
８
２

－

１
１
１
８

Hello!
ルーシーです

10
月
29
日
～
30
日

に
ち
な
ん
ふ
る
里
ま
つ
り
開
催



まちの話題まちの話題

福万来ホタル乃国2022

　新型コロナウイルス感染症の影響により２年連

続で中止していた「福万来ホタル乃国」のおもて

なしが３年ぶりに行われ、県内外から約900人の来

訪がありました。福万来のホタル観賞スポットは

全国的に有名になり、遠くは北海道からの来訪も

ありました。来訪者からは、「やっとホタルに会

えた」「見た

ことのない景

色 に 感 動 し

た 」 な ど と

いった声が数

多く寄せられ

ました。

町外在住者向け
『たったもカード』の運用スタート

　これまで町民のみなさんだけにお配りしていた『たっ

たもカード』が、町外にお住まいの方にもご利用いただ

けるようになりました。これにより、町内での経済循環

に加え、買い物や食事での更なる経済効果を見込んでい

ます。

　お申込みは、日

南町商工会・役

場・加盟店（一部

店舗を除く）で受

付しています。ご

親戚・ご友人の方

などに、ぜひお知

らせください。

おいしいトマトを今年も県内外へ出荷　日南トマト出発式

　町の特産品「日南トマト」が今年も旬の

時期を迎え、初出荷が行われました。昨年

はコロナ禍や夏の長雨にもかかわらず、反

収は過去最高の9.3トン、販売高も1億

7,900万円と上々の出来でシーズンを終え

ました。今年は天候に恵まれ生育も順調と

のことで、日南トマト生産部の岩田真也部

長は「過去最高を更新したい。２億円突破

を目指す」と意気込みを話しました。

　「日南トマト」は、今年からふるさと納

税の返礼品として選べるようになり、全国

へおいしいトマトが届けられます。

1
７

10
７

７
７

つちやあゆみ木のアート展

　美術・木工作家のつちやあゆみさんの展覧会

「つちやあゆみ木のアート展 歯車と音の遊園地」

が、７月８日から８月21日まで日南町美術館で開

催されました。初日の７月８日はオープニングセ

レモニーとつちやさんによるギャラリートークが

行われました。この日は、こども園の園児や関係

者などが招待され、つちやさんの説明を聞きなが

ら興味津々な様子で作品を眺めたり、実際に作品

に触れたりして、歯車の動きや木が奏でるメロ

ディを楽しみました。

愛鳥週間ポスターコンクールで金賞！

　鳥取県が主催する「令和

４年度愛鳥週間ポスターコ

ンクール」で日南小の児童

８人が入賞し、２年生の

金田空音さんが小学生の部

で金賞に選ばれました。入

賞作品は７月１日から７月

10日まで総合文化センター

に展示され、その後県内で

巡回展示されています。　

　

13
７

７

７

～

いわた しんや

  広報にちなん令和４年９月　  10

入賞者（敬称略）

　　金賞　金田空音（２年）

　　銀賞　飛田悠月（６年）

　　銅賞　中田希一（２年）・飛田悠華（４年）

　　　　　中田結希愛（４年）

　　佳作　仁兒凌太郎（２年）・田中美音（５年）

　　　　　中島向晴（５年）

かねだ くおん

かねだ くおん

とびた ゆづき

なかだ きいち とびた はるか

たなか みお

なかだ ゆ　き　あ

に　こ りょうたろう

なかしま こうせい

金田空音さんの作品



ウォーキングフットボールに挑戦！

　日南町スポーツ推進委員協議会（足羽覚会長）が主

催する「ウォーキングフットボール体験会」が、日南

町体育館で行われました。「ウォーキングフットボー

ル（ウォーキングサッカー）」とは歩いて行うサッ

カーのことで、年齢・性別・経験を問わず気軽に楽し

めるニュースポーツです。この日は鳥取県サッカー協

会の大部由美さん（サッカー女子元日本代表主将・元

日本代表コーチ）が指導

に当たり、競技発祥のい

きさつやルールについて

の説明を聞いた後、幅広

い年代の男女21人が一緒

にゲームを楽しみました。

参加者は「歩いてやるの

は難しかった」「緊張感

があった」などと話して

いました。

鍵掛峠道路　工事の安全を祈る

　広島県庄原市と

新屋地区を結ぶ鍵

掛峠道路のトンネ

ル北工事が始まる

にあたり、安全祈

願祭が行われまし

た。町内からは中

村町長や山本議長、

新屋自治会長の﨏田　男さんらが参列し、交通の難所

解消に向けた大規

模な工事が安全に

完成することを祈

願しました。この

ト ン ネ ル は 延 長

3,475メートルで、

工事は令和６年３

月に完成予定です。

まちの話題まちの話題

21
７

22
７
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「日野郡ウチまち化プロジェクト」始動！船通山宣揚祭

　例年船通山山頂で開催されている「第55回宣揚祭・

第47回船通山記念碑祭」が、新型コロナウイルス感染

症拡大防止のため、規模を縮小して行われました。今

年は島根県奥出雲町の斐

乃上荘に祭壇を設けて神

事が厳かに執り行われ、

船通山登山者の安全と地

域の繁栄を祈り、祝詞が

捧げられました。

28
７ ３年ぶりの開催！

富田杯ソフトテニス大会

　新型コロナウイルス感染症の影響により中止が続い

ていた富田杯陰陽ソフトテニス大会が３年ぶりに開催

されました。当日は天候に恵まれ、町内外から参加し

た40組・80人による

熱戦が繰り広げられま

した。日南町からは

10人の選手が参加し、

日頃の練習の成果を発

揮していました。

７

24

日南小5年　自然体験学習

　日南小５年生の自然体験学習が行われ、多里地区で

行われました。この日は好天に恵まれ、新屋地内の土

屋で川の生き物の観察や川遊びを行った後、出立山

キャンプ場で森の散策やキャンプファイヤーを行いま

した。児童たちは川で体長約60センチメートルのオオ

サンショウウオ２匹に遭遇し、大喜びしていました。

体験学習の最後は多里地域振興センターでNPO法人日

本ハンザキ研究所理事長の岡田純さんによるオオサン

ショウウオの学習を行い、クイズにも挑戦しました。

また、にちなんエコツーリズム推進協議会から写真家

の福田幸広さんが写

真を撮影した絵本

「オオサンショウウ

オ」が贈られ、受け

取った児童たちはす

ぐに絵本を開いて見

入っていました。

㊗全国和牛能力共進会へ！

　10月６日から鹿児島県霧島市で開催される第12回全

国和牛能力共進会の鳥取県最終予選会が鳥取中央家畜

市場（琴浦町）で行われました。この大会は、全国の

優秀な和牛を一堂に集めて競う大会で、５年に１度開

催されています。種牛の姿・形の良さなど、改良の成

果を月齢別に審査する「種牛の部」と、肉質を審査す

る「肉牛の部」があり、全国から約450頭の牛が集ま

ります。この日の鳥取県最終予選会で、山形美智也さん

（上萩山）が出品した「いとはな号」が種牛の部・総

合評価群で県

代表に選ばれ

ました。これ

からさらなる

調整に力を入

れ、全国大会

でトップを目

指します。

28
７ ７

28

あしわ さとる

おおべ ゆみ

さこだ くにお

やまがた み ち や
おかだ すみお

ふくだ ゆきひろ



御礼　思い出のランドセルがモンゴルへ

　企画課では、日南町が平成30年から友好交

流を行っているモンゴル国ゾーンモド市へ不

要になったランドセルを集めて寄贈し、子ど

もたちの学びに役立てようという運動を６月

から行ってきました。

　広報にちなんやホームページ、新聞などで

募集を行ったところ、町内外から目標の50個

を大きく上回る90個のランドセルが寄せられ

ました。ランドセルは不要になっても思い入

れがあり処分できなかったという保護者も多

く、「再び役に立てるのなら」とたくさんの

方が運動に共感してくださいました。中には

同市の子どもたちへ向けたメッセージが添え

られているものもあり、同市から派遣されて

いる町交流支援員のエレデネジャブ・ノミン

さんがモンゴル語に翻訳し、ランドセルと一

緒に箱詰めしました。

　このランドセルは職員の手で梱包し、８月

８日にゾーンモド市に向かって送られました。

ご協力本当にありがとうございました。

  広報にちなん令和４年９月　  12

　森林等の二酸化炭素の削減量・吸収量を認定し売買を可能としたJ-クレ

ジットは、令和４年度も多くの企業にご購入いただいています。４月から

７月までの間に、以下のとおり27件の契約（510トン・448万8千円）が行

われました。7月14日には霞の㈲大

生建設（川田嗣男社長）、笠木の

㈲近藤板金工作所（近藤英義社長）、

日野町の㈱マシン・メンテナンス

（田邊秀幸社長（花口））の地元企業

３社が同時に契約し、７月15日には生山のひがし司法書士事務所（東洋祐

代表）、日南町商工会青年部（東洋祐部長）が契約するなど、地元事業所・

団体にも続々ご契約をいただきました。

J-クレジット売買契約　地元事業所・団体も続々

かわた つぐお

まちの話題まちの話題

４月 １日
４月 ７日
４月20日
５月16日
５月24日
５月25日
６月 １日
６月 １日
６月 ２日
６月 ６日
６月 ６日
６月13日
６月14日
６月21日

㈱Joy Garden
薪ストーブ専門店　アリュメール米子
㈲金居運送
山陰フェンス工業㈲
㈱中海テレビ放送
㈱ケイズ
World Utility㈱
㈱プリムローズガーデン
㈱平設計
㈱D・I・P
㈱サクセス
㈲多林製作所
米子ガス産業㈱
㈱カンダ技工

６月21日
７月 １日
７月 ７日
７月 ８日
７月12日
７月14日
７月14日
７月14日
７月14日
７月15日
７月15日
７月28日
７月28日

三嶋クレーン㈲
NPO法人えがおサポート
㈱足立本店
㈱リージョンデザイン・ホールディングス
㈱ライトスタッフ
㈲大生建設
㈲近藤板金工作所
㈱マシン・メンテナンス
カルネコ㈱
ひがし司法書士事務所
日南町商工会青年部
㈱大新
㈱広洋コンサルタント

（敬称略）

≪エレデネジャブ・ノミンさんからメッセージ≫

　可愛いランドセルがたくさん集まりました。モンゴ

ルへランドセルを贈るという活動にご協力くださった

みなさんに本当に感謝しています。みなさんが温かい

気持ちを寄せてくださり、無事たくさんのランドセル

が集まりました。思い出がたくさん詰まったランドセ

ルをゾーンモド市の子どもたちへ無事に届けるため頑

張りました。ゾーンモド市の子どもたちが喜ぶ顔を楽

しみにしています。

こんどう ひでよし

たなべ ひでゆき

ひがしようすけ



　肝臓がんは日本人のがん死亡原因の第5位です。
　肝臓がんの原因は、30年前ではC型とB型肝炎ウイルスが90％を占めて
いましたが、抗ウイルス剤の進歩により、ウイルス性肝臓がんは年々減少
しました。
　ところが、最近ではウイルス以外による肝臓がんが増えています。直近
3年間をみると、鳥取県の肝臓がんの原因は、ウイルス以外によるものが
60％を占めています。
　では、このウイルス以外による肝臓がんの原因は何でしょうか。答えは、脂肪肝とアルコールが半々の
割合で原因となっています。また、生活習慣病、つまり肥満・糖尿病・高脂血症・高血圧・脂肪肝などを
持つ患者さんから出やすいことが分かっています。しかも、これらの患者さんは肝臓病として病院に通院
していないため、肝臓がんが発見されたときには手遅れのことが多く、治療も困難です。
　そこで、鳥取県肝臓がん対策専門委員会では、非ウイルス性肝臓がんの高危険者（ウイルス以外の原因
で起こる肝臓がんにかかるリスクが高いと思われる方）を見つけ、その人たちに定期的な健診を受けても
らう事業を開始しました。

健診で分かる肝臓がんのかかりやすさ
－FIB-4を用いた肝臓がん高危険者の早期発見事業へのご参加のおすすめ―

日野病院組合日野病院 

　孝田 雅彦 403病院長

【高危険者を見つける方法】
　「FIB-4」という指標を使用します。「FIB-4」とは、肝臓の線維化を予測す
る指標のことです。健診の血液検査で測定される肝臓検査のAST・ALTと、医療
機関で測定する血小板から計算できます。FIB-4が2.67以上では、2.67以下の方
より肝臓がんになる可能性が6倍から11倍高いことが分かっています。

【事業の流れ】
　①まずは住民検診(特定健康診査、後期高齢者健康診査)を受けていただきます。
　②精密検査が必要となった患者さんにFIB-4を測定することをおすすめする通知
　　が届きますので、かかりつけ医にお渡しください。
　③後日、結果を役場から報告します。
　　FIB-4が2.67以上であった高危険者の方は、医療機関で精密検査(超音波検査、腫瘍マーカー)と年１
　　回以上の定期検査を受けることが大切です。

【定期検査の重要性】
　高危険者の方では、年に約1％、つまり10年で10％、20年で20％の患者さんに肝臓がんが発症しま
す。FIB-4値が高いほど肝臓がんになる可能性は高くなります。
　毎年の定期検査は特に重要です。定期検査は血液検査と超音波検査だけですので、決して苦しい検査で
はありません。日頃かかりつけ医に診てもらっていても、腹部超音波検査をしていなければ肝臓がんは見
つかりません。必ず定期検査を受けてください。
　肝臓がんは早期に発見することによって10年、20年と長生きができる時代になりました。また、低危険
者(FIB-4インデックス1.3以下)は肝臓がんになるリスクは極めて少ないことも明らかとなっています。　
簡単な検査ですのでぜひ一度FIB-4の測定を受けてください。

【日南町住民検診（集団検診）のご案内】
　町では住民検診のご予約を受け付けています。検診日の３週間前までに、電話・インターネット・申込
用紙の提出による予約のいずれかの方法でお申し込みください。

【問合せ先】　役場住民課　TEL：82-1112　役場福祉保健課　TEL：82-0374

13　  広報にちなん令和４年９月
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　８
月
中
旬
現
在
、
日
本
は
コ
ロ
ナ
禍

の
第
７
波
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
暮

ら
し
や
社
会
経
済
を
こ
れ
以
上
停
滞
さ

せ
ら
れ
な
い
と
い
う
判
断
か
ら
国
・
県

の
警
報
発
令
基
準
は
緩
和
さ
れ
、
行
動

制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
感
染

者
数
自
体
は
増
加
し
、
大
都
会
で
は
医

療
機
関
の
ひ
っ
迫
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

特
に
山
陰
両
県
で
は
感
染
者
数
の
高
止

ま
り
が
続
き
、
人
口
比
で
見
れ
ば
全
国

の
上
位
に
あ
り
ま
す
。
人
権
啓
発
活
動

が
本
務
の
当
セ
ン
タ
ー
で
す
が
、
会
議

や
研
修
会
、
催
し
な
ど
が
開
催
し
づ
ら

く
、
こ
こ
何
年
も
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

変
異
株
や
亜
種
が
次
々
と
現
れ
る
中
、

完
全
な
収
束
は
難
し
い
で
す
が
、
他
の

感
染
症
と
同
様
に
治
療
で
き
る
病
と
し

て
「
共
生
」
す
る
時
期
が
来
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
待
ち
た
い
で
す
し
、

ま
た
現
れ
る
で
あ
ろ
う
新
た
な
感
染
症

９
月
の
人
権
相
談
・
行
政
相
談

流
行
に
コ
ロ
ナ
禍
の
経
験
が
活
か
さ
れ

て
、
人
権
侵
害
事
象
の
暴
発
が
起
き
な

い
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

【
戦
争
を
思
う
】

隠
さ
れ
た
爪
痕
も
忘
れ
な
い

　あ
る
全
国
紙
に
戦
争
か
ら
の
「
復
員

兵
」
を
見
出
し
に
し
た
考
察
が
載
っ
て

い
ま
し
た
。
あ
え
て
本
文
は
読
ん
で
い

ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
「
日
本
の
復
員

兵
は
な
ぜ
語
ら
な
か
っ
た
の
か
？
」
と

い
う
疑
問
を
長
く
抱
え
て
い
て
、
い
つ

か
自
分
で
答
え
を
見
つ
け
た
い
と
思
っ

て
き
た
か
ら
で
す
。

　ベ
ト
ナ
ム
戦
争
か
ら
帰
還
し
た
ア
メ

リ
カ
の
元
兵
士
の
多
く
に
ト
ラ
ウ
マ
、

心
的
外
傷
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
の
症
状
が
み

ら
れ
、
社
会
問
題
と
な
っ
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
も
同
じ

こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。
殺
さ
れ
る
こ

と
へ
の
恐
怖
の
連
続
、
殺
し
た
こ
と
、

残
虐
な
非
人
道
的
行
為
を
行
っ
た
こ
と

へ
の
懺
悔
が
心
を
壊
す
の
で
す
。
も
ち

ろ
ん
身
体
的
な
傷
、
欠
損
を
伴
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
幸
運
に
も
生
還
で
き

た
の
に
心
や
身
体
の
傷
の
た
め
に
社
会

へ
適
応
で
き
ず
苦
し
み
続
け
て
、
自
死

を
選
ぶ
こ
と
も
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
有
名
な
映
画
「
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ

バ
ー
」
（
米
１
９
７
６
年
・
ロ
バ
ー

ト
・
デ
・
ニ
ー
ロ
主
演
）
な
ど
、
こ
の

状
況
が
テ
ー
マ
の
映
画
が
あ
り
ま
す
。

時
代
背
景
は
違
い
ま
す
が
、
戦
後
に
長

く
残
る
傷
跡
の
ひ
と
つ
で
す
。

　と
こ
ろ
が
、
日
本
の
復
員
兵
に
つ
い

て
は
あ
ま
り
こ
の
件
が
論
じ
ら
れ
て
い

な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
大
都
市
へ
の

無
差
別
爆
撃
や
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

へ
の
原
爆
投
下…

そ
う
し
た
被
害
側
の

歴
史
観
が
大
勢
を
占
め
て
い
ま
す
。
明

治
の
日
清
戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で
、

大
日
本
帝
国
は
被
害
国
で
あ
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
闘
で
多
く
の
日

本
人
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
相
手

国
の
多
く
の
人
々
も
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。
加
害
側
を
経
験
し
て
い
る
復
員
兵

に
も
こ
の
コ
コ
ロ
の
傷
跡
が
あ
っ
た
に

違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
な

ぜ
か
あ
ま
り
証
言
を
聴
き
ま
せ
ん
し
、

書
き
物
も
少
な
い
よ
う
で
す
。
日
本
兵

の
精
神
は
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
強
靭
だ
っ

た
の
か
、
ま
た
は
、
心
の
ス
イ
ッ
チ
の

切
り
替
え
が
う
ま
か
っ
た
の
か
、
そ
れ

と
も
戦
後
の
国
家
や
社
会
が
封
印
し
た

の
か
。
私
に
と
っ
て
は
大
き
な
命
題
の

ひ
と
つ
で
、
今
後
も
考
え
続
け
ま
す
。

多
く
の
元
復
員
兵
が
内
緒
の
「
思
い

出
」
の
ま
ま
お
墓
に
持
っ
て
い
か
れ
て

は
い
ま
す
が…

。
被
害
だ
け
で
な
く
加

害
の
実
相
と
実
行
し
た
痛
み
も
伝
え
ら

れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　戦
争
の
人
権
蹂
躙
は
終
戦
後
も
続
き

ま
す
。
復
員
兵
、
戦
災
孤
児
、
家
族
の

崩
壊
、
望
ま
れ
ず
生
ま
れ
た
子
ど
も
た

ち…

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
光

の
当
た
ら
な
い
こ
れ
ら
の
歴
史
を
省
い

て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

―

　予

　告

　

―

【
第
５
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座
】

■
日
時

　９
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　午
後
６
時
〜
７
時
30
分

■
会
場

　日
南
町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
テ
ー
マ
「
女
性
の
人
権
に
つ
い
て
」

　　
日

　時

　９
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　午
前
９
時
〜
正
午

会

　場

　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
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最
近
、
中
型
動
物
が
増
え
て
き
て

い
る
と
の
相
談
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
タ
ヌ
キ
・
ア
ナ
グ

マ
等
の
中
型
動
物
が
増
え
る
と
ど
ん

な
被
害
が
出
る
の
か
に
つ
い
て
と
、

そ
の
防
ぎ
方
に
つ
い
て
お
話
し
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
タ
ヌ
キ
・
ア
ナ
グ
マ
の
生
態

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。
タ
ヌ

キ
・
ア
ナ
グ
マ
は
、
共
に
何
で
も
食

べ
る
雑
食
性
で
す
。
特
に
、
イ
チ
ゴ

や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
の
甘
い
も
の

が
大
好
き
で
、
家
庭
菜
園
が
よ
く
狙

わ
れ
ま
す
。

　
中
型
動
物
の
防
除
対
策
は
イ
ノ
シ

シ
等
他
の
動
物
と
は
異
な
り
、
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
は
網
目
か
ら
す
り
抜
け

ら
れ
、
ト
タ
ン
で
は
乗
り
越
え
ら
れ
、

ネ
ッ
ト
で
は
噛
み
ち
ぎ
ら
れ
て
穴
を

開
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

電
気
柵
の
場
合
は
地
面
か
ら
７
㎝
の

高
さ
に
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
草
刈
や
漏
電
管
理
が
大
変
で
す
。

　
そ
こ
で
、
管
理
が
比
較
的
容
易
で

効
果
的
な
防
除
方
法
と
し
て
、
「
楽

落
（
ら
く
ら
く
）
く
ん
」
の
設
置
を

オ
ス
ス
メ
し
ま
す
。

　
「
楽
落
く
ん
」
は
、
中
型
動
物
を

ネ
ッ
ト
に
登
ら
せ
、
上
部
に
張
っ
た

電
気
柵
感
に
感
電
さ
せ
る
柵
で
す
。

こ
の
柵
は
被
害
の
出
や
す
い
収
穫
期

に
設
置
し
、
収
穫
が
終
わ
れ
ば
片
づ

け
、
次
の
収
穫
期
に
繰
り
返
し
使
用

す
る
短
期
設
置
柵
で
す
。

　
25
ｍ
四
方
、
外
周
１
０
０
ｍ
の
農

地
に
楽
落
く
ん
を
設
置
す
る
場
合
、

電
気
柵
、
ネ
ッ
ト
、
支
柱
、
ク
リ
ッ

プ
等
す
べ
て
そ
ろ
え
る
と
約
５
万
〜

７
万
円
程
度
に
な
り
ま
す
。
設
置
方

法
は
「
楽
落
く
ん
設
置
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
こ
う
し
た
対
策
を
し
て
も
被
害
が

収
ま
ら
な
い
場
合
は
捕
獲
に
よ
る
対

応
に
な
り
ま
す
の
で
、
役
場
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

日野郡鳥獣被害対策協議会
川野　風花

【問合せ】72-1399

獣害対策
アップデート
第14回

中型動物対策

40cm
以内

Point!
動物が登りたくなる
絶妙な高さ

楽
落
く
ん

設
置
マ
ニ
ュ
ア
ル

海産物の強引な電話勧誘に気を付けて！ vol.15

ル
ブ
ラ
ト
者
費
消

●業者が一方的に商品を送ってきたら
　注文していないのに、商品が代引き配達で届いた場合、業者の連絡先を控えて受け取り拒否し、

すぐにご相談ください。

●商品を受け取ってしまったら
　一方的に送り付けられた場合は、業者に身に覚えのない商品であることを伝

え、返金を求めましょう。

●電話勧誘で契約した場合、クーリング・オフが可能！
　もしも、電話勧誘で海産物の購入を承諾してしまっても、契約書面を受け

取ってから８日以内はクーリング・オフが可能です。書面かメールでクーリン

グ・オフをしましょう。

　　　先月、自宅に海産物業者から電話があり「新型コロナウイルスの

影響で商品が売れなくて困っている。カニやホタテなどいいものがた

くさん入っていて、通常３万円するところを１万５千円にしている。送

るので受け取って」と言われたが、「高いし、いらない」と断った。と

ころが、突然代引き配達でカニが届き、家族が分からずに代金を支払い

受け取ってしまった。どうしたらいいの？

＊お気軽に消費生活相談窓口をご利用ください。
　役場住民課  TEL : 82-1112 （月～金）8：00から17：00 
　鳥取県 黒坂警察署 TEL : 74-0110　消費者ホットライン　 TEL :  （局番なし）188

～断ったのに一方的に商品が届いたら、「受け取り拒否」を～

怪しいと思ったら、すぐ決めず相談を！

保木本 尚子相談員

【アドバイス】
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今
回
は
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の
便

利
な
機
能
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
受
信
機

は
日
南
町
内
の
全
戸
と
事
業
所
な
ど
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
受
信
機
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
便
利
な
機
能

が
付
い
て
い
ま
す
。
便
利
な
機
能
を
使
い
、

防
災
行
政
無
線
を
日
頃
の
生
活
に
役
立
て
ま

し
ょ
う
。

・
録
音
・
再
生
機
能
に
つ
い
て

　
　
受
信
機
に
は
録
音
機
能
が
付
い
て
い
ま

　
す
。
放
送
を
受
信
す
る
と
自
動
的
に
録
音

　
さ
れ
、
聞
き
逃
し
た
放
送
を
い
つ
で
も
再

　
生
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
⑨
「
再
生
ボ
タ
ン
」
を
押
す
と
新
し
い
も
の

　
か
ら
順
番
に
ス
ピ
ー
カ
ー
で
再
生
さ
れ
ま
す
。

　
　
再
生
を
止
め
た
い
と
き
に
は
⑥
「
緊
急
解

　
除
・
停
止
」
ボ
タ
ン
を
押
す
と
止
ま
り
ま
す
。

　
　
未
再
生
の
録
音
が
あ
る
と
き
に
は
⑤

　
「
録
音
」
ラ
ン
プ
が
橙
色
で
点
滅
し
ま
す
。

　
録
音
さ
れ
る
時
間
は
60
分
で
、
こ
れ
を
超
え

　
る
と
古
い
も
の
か
ら
順
番
に
消
去
さ
れ
ま
す
。

・
緊
急
放
送
に
つ
い
て

　
　
災
害
な
ど
の
緊
急
放
送
は
自
動
的
に
最

　
大
音
量
で
受
信
し
ま
す
。
⑥
「
緊
急
解

　
除
・
停
止
」
ボ
タ
ン
を
押
す
と
通
常
の
音

　
量
に
戻
り
ま
す
。

・
ラ
イ
ト
に
つ
い
て

　
　
本
体
に
は
⑦
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
が
内
蔵
さ

　
れ
て
い
て
、
停
電
し
自
動
的
に
電
池
に
切

　
り
替
わ
っ
た
と
き
に
点
灯
し
ま
す
。
⑧
「
ラ

　
イ
ト
」
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
手
動
で
も

　
Ｏ
Ｎ
・
Ｏ
Ｆ
Ｆ
で
き
ま
す
。

・
電
源
に
つ
い
て

　
　
通
常
は
Ａ
Ｃ
電
源
で
動
作
し
ま
す
が
、

防
災
行
政
無
線
受
信
機
の
便
利
な
機
能

【
問
合
せ
】 

役
場
総
務
課
　
８
２―

１
１
１
１

　
停
電
時
は
自
動
的
に
電
池
に
切
り
替
わ
り

　
単
Ⅰ
電
池
２
本
で
約
１
週
間
動
作
し
ま
す
。

　
　
電
池
が
消
耗
し
た
ら
入
れ
替
え
ま
す
が
、

　
単
Ⅰ
電
池
が
な
い
と
き
は
本
体
の
電
池
ふ

　
た
を
開
け
て
電
池
ケ
ー
ス
を
取
り
出
し
て

　
反
転
さ
せ
る
こ
と
で
単
Ⅱ
、
単
Ⅲ
電
池
も

　
使
用
で
き
ま
す
。

　
　
長
期
間
家
を
空
け
る
と
き
は
本
体
右
側

　
面
の
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
を
抜
い
た
だ
け
で
は
電
池
に

　
切
り
替
わ
っ
て
電
池
を
消
耗
し
ま
す
。

・
本
体
前
面
の
ラ
ン
プ
に
つ
い
て

　
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
は
災
害
な
ど

の
緊
急
放
送
や
町
か
ら
の
重
要
な
情
報
を
受

信
す
る
も
の
で
す
。
本
体
の
ラ
ン
プ
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
決
ま
っ
た
時
間
に
放
送
す
る

時
報
な
ど
を
確
認
し
、
い
つ
で
も
受
信
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
受
信
で
き

な
い
と
き
は
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
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道の駅にちなん出荷者協議会では、道の駅にちなん日野川の郷の直売所に出荷していただける方を募集しています。
野菜だけではなく、加工品・工芸品なども出荷できます。出荷者協議会に新規加入していただくと、たったもカードの行
政ポイントを進呈します。興味のある方はお気軽にお問い合わせください。
【入会申込・問合せ】　道の駅にちなん日野川の郷：82-1707　　役場農林課：82-1114

出荷者募集中！

温湯　正人さん　(下石見)
ぬくゆ まさと

このコーナーでは、道の駅にちなん出荷者協議会の活動をご紹介していきます。
第４回目は温湯正人さんにお話を伺いました。

出荷者協だより vol.0４

　休耕田の活用として野菜を作り、日南の自然に癒されながら日々を過ごしたいと思い、

10年程前に40年住んだ米子からUターンしてきました。当時は今よりアスパラガスの出

荷量が少なく、消費拡大の可能性を感じ、栽培を始めました。野菜作りの知識がまった

くなかったので、倉吉の農業大学校に半年ほどお世話になりました。

Ｑ1 野菜を作り始めたきっかけを教えてください。

　日照時間が長く、風通し、排水が共に良好な場所で、定植までの土壌づくりを行って

います。あとは、適切な本数の配置と定期的な追肥、防除や状況に応じた潅水など、徹

底した管理をして育てています。

Ｑ2 アスパラガスを育てる上でのこだわりはありますか。

　４cmくらいの食べやすいサイズに切り、30秒程度サッと茹でた後、フライパンでバ

ターと炒めます。醤油と鰹節を軽くかけて食べるとおいしいですよ。

Ｑ3 アスパラガスの食べ方のオススメはありますか。
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お知らせ

お知らせ

　鳥取県司法書士会では、下記のとおり相談会を開
催します。無料で相談をお受けしますので、お気軽
にご利用ください。

□日 9月14日（水）18：00～20：00（前日までに要予約）

□場 米子コンベンションセンター　第5会議室

□内 相続、不動産登記、会社・法人登記、成年後見、
　  多重債務など
※新型コロナウイルス感染症の影響により、中止
　とすることがあります。

□申 ･□問 鳥取県司法書士会TEL：0857-24-7024
　　　　　　　　（平日9：00～17：00）

司法書士による無料法律相談会

お知らせ

　全日本不動産協会鳥取県本部では、不動産無料相
談会を開催します。

□日 10月1日（土）13:30～17:00

□場 米子市文化ホール展示室（米子市末広町293）

□内 不動産取引全般
　・空き家・空地の有効活用に関する相談
　・不動産の購入・売却・住み替えに関する相談
　・借地に関する相談
　・空き家のリフォーム・リノベーションに関する相談
　・相続不動産に関する相談　など
※マスクの着用をお願いします。

□問 公益社団法人全日本不動産協会鳥取県本部
　 TEL：0857-29-5411

不動産無料相談会

募集

　日南町体育協会ゴルフ部では、「第２回日南町民
ゴルフ選手権大会」の参加者を募集しています。

□日 11月13日（日）　8:15 集合・8:50 スタート

□場 グリーンパーク大山ゴルフ倶楽部（南部町荻名753）

□定 先着32人
●参 加 費　1人2,000円（当日フロントにて徴収）
●申込期限　10月10日（月）

□申 ･□問 日南町体育協会ゴルフ部
　　田辺　TEL：090-7597-8078
　　大塚　TEL：090-4579-9817

町民ゴルフ選手権大会参加者募集

　

　東京及びその近郊で学ぶ学生向けの鳥取県学生寮

入寮生を募集します。

①明倫館（男子寮）

　東京都世田谷区成城1-18-11

　小田急小田原線　成城学園前駅徒歩7分

　寮費：月額46,000円（予定）

②清和寮（女子寮）

　東京都豊島区目白4-34-6

　JR山手線　目白駅徒歩12分

　寮費：月額51,700円（予定）

※各寮とも、寮費に食費（月～土曜　朝食・夕食）

　を含んでいます。

※入寮時に、寮費とは別に入寮金を納めていただき

　ます。

●出願資格　大学、短大、専修学校専門課程に入学

　予定または在学中の方

●出願締切

 【第1回】令和4年12月までに大学等への入学が

　 決定する方…10月28日（金）

 【第2回】令和5年1月以降に大学等への入学が決定

　 する方…令和５年１月２７日（金）

※第1回、第2回とも先着順ではありません。

●出願書類・出願書類提出先

　各高等学校などで配布する募集案内をご覧くださ

　い。募集案内はホームページにも掲載します。

□問 公益財団法人鳥取県育英会

　 TEL：0857-26-8375

　 http://www.tottori-ryo.or.jp

令和5年度鳥取県学生寮（東京）
入寮生募集

募集

　『きき』はお子さまのきこえ（聴覚）などを心配さ

れているご家族や関係者等を支援するための相談窓口

です。新生児聴覚スクリーニング検査でリファー（要

再検）と言われた場合やお子さまのきこえが気になる

場合等、小さなことでもご相談ください。必要に応じ

て関係機関と連携してサポートします。

□問 鳥取県きこえない・きこえにくい子どものサポー

　 トセンター『きき』

　〒680-0853　鳥取市桜谷173-21

　開設時間：9:00～17:00

　　　　　 （土・日・祝日・年末年始を除く）

　TEL：0857-50-0170　FAX：0857-50-0176

　  メール（相談フォーム）：https://x.gd/tottorikiki

きこえない・きこえにくい子どものサポート
センター『きき』がオープンしました

　

　米子公証役場では、公証週間中（10月1日から10
月7日まで）以下のとおり休日法律相談と平日の相談
時間延長を行います。相談は無料で、秘密は厳守し
ます。予約制ですので、事前に電話での予約をお願
いします。

□日 ①休日法律相談　
　　  10月1日（土）9：00～16：00
　　②平日の相談時間延長
　　  10月3日（月）～10月7日（金）
　　　 18時まで相談時間を延長

□場 米子公証役場（米子市加茂町2丁目113　加茂町ビル2階）

□内 公正証書作成にかかる遺言や任意後見、離婚（慰
　  謝料・養育費等）など

□申 ･□問 米子公証役場　TEL：0859-32-3399　
　　　（平日9：00～17：00）

公証週間休日法律相談

お知らせ

きいちゃん　　きらちゃん
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　陸上自衛隊米子駐屯地では、駐屯地の創設72周年

を記念して行事を行います。駐屯地を一般開放して

みなさんのお越しをお待ちしております。

□日 9月11日（日）一般開放　9:00～15:00

□場 陸上自衛隊米子駐屯地（米子市両三柳2603）　

　 ※駐屯地周辺に臨時駐車場を用意しています。

□内 観閲式・観閲行進、訓練展示、野外売店・野点、

　 子供広場、装備品展示、自衛隊車両体験試乗、野

　 外コンサートなど

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のた

　め、行事を中止もしくは縮小することがあります。

□問  米子駐屯地広報室　TEL：0859-29-2161

米子駐屯地創設72周年
記念行事

　心肺蘇生法の指針となるガイドラインが変更さ

れ、一般市民を対象としたAEDの取り扱いや、コロ

ナ禍の感染防止対策を含めた心肺蘇生法などの動画

を作成しました。この動画は、米子市出身で2020

年東京オリンピックのボクシング女子金メダリス

ト・入江聖奈さんの協力を得て作成したものです。

動画は以下のホームページ（YouTube）で視聴でき

ます。ぜひご覧ください。

□問 鳥取県西部広域行政管理組合

　  消防局警防課

　  TEL：0859-35-1959

　  http://www.tottori-seibuoiki.jp/shobo/

心肺蘇生法のガイドラインが
新しくなりました

お知らせお知らせ

　建設業退職金共済制度（建退共制度）

は、中小企業退職金共済法に基づき、建設

現場労働者の福祉の増進と、建設業を営む

中小企業の振興を目的として設立された退

職金制度です。

●加入できる事業主　建設業を営む方

●対象となる労働者　建設業の現場で働く人

●掛金　日額320円

●特長

・国の制度なので安全・確実、申し込み

　手続きは簡単です。

・経営事項審査で加点評価の対象になります。

・掛金の一部を国が助成します。

・掛金は事業主負担となりますが、法人は

　損金、個人は必要経費として扱われ、税

　法上全額非課税となります。

・掛金はインターネットを利用した電子

　申請での納付も可能です。

・事業主が変わっても退職金は企業間を

　通算して計算されます。

　ホームページに、制度説明用動画やQ&A

など建退共制度の詳しい情報を記載してい

ます。ぜひアクセスしてご覧ください。

□問  建退共鳥取県支部

　  TEL：0857-24-2281

　  https://www.kentaikyo.taisyokukin.go.jp/

知っていますか？建退共制度
　所有者が亡くなったのに相続登記がされないと、登記簿を

見ても持ち主が分からず、災害の復興事業や取引が進められ

ないなど、様々な問題が起きます。

　そこで、令和３年４月、このような「所有者不明土地問

題」を防ぐための法律が成立し、令和６年４月１日から相続

登記が義務化される制度をスタートすることになりました。

　今後、相続手続がスムーズに行えるよう、各種制度をご利

用ください。

①自筆証書遺言書保管制度

　あなたの大切な遺言書を法務局がお預かりします。法務局

において適正に管理・保管されますので、遺言書の紛失や改

ざんなどのおそれがありません。また、家庭裁判所の検認が

不要となります。

②法定相続情報証明制度

　あなたの相続手続を応援します。法務局に戸籍関係書類と相

続関係を一覧に表した図を出していただければ、登記官がその

一覧図に認証文を付した写しを無料で交付します。その後の相

続手続は、法定相続情報一覧図の写しをご利用いただくこと

で、戸除籍謄本等を何度も提出し直す必要がなくなります。

③相続・登記無料合同相談所

　遺言書の作成や相続した土地・建物の登記について、専門

家に相談してみませんか。9月から毎月１回、公証人・司法

書士・土地家屋調査士による無料合同相談所を開設します

（完全予約制）。

□問 ①②鳥取地方法務局米子支局　0859-22-6161㈹

　  ③鳥取地方法務局登記部門　0857-22-2213

令和6年から相続登記が義務化されますお知らせお知らせ

□日・日時　□場・場所　□内・内容　□定・定員　□申・申込み　□問・問合せ　□対・対象
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競
い
て
　
戻
り
梅
雨
　
　
　
　  

矢
　戸
　和
田
　淑
子

つ
く
ほ
宿
　
草
刈
り
人
の
　
勇
ま
し
さ
　
　
　
　  

神
戸
上
　笹
間
　玲
子

ね
こ
あ
ず
け
　
別
れ
の
声
は
　
い
つ
ま
で
も
　     

　
霞
　
　渡
邊
　文
照

草
を
刈
る
　
公
園
の
記
憶
　
荷
い
つ
つ
　
　
　
　  

下
石
見
　矢
田
貝
　元

初
つ
ば
め
　
相
手
も
と
め
て
　
ま
た
お
い
で
　
　  

萩
　原
　金
谷
　松
代

俳

　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

第
七
波
変
異
特
異
の
オ
ミ
ク
ロ
ン

　
　
　
　
防
御
の
基
本
は
自
分
で
実
施

真
夏
日
の
健
康
管
理
は
早
朝
の

　
　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
涼
し
き
内
に

上
石
見
　福
田
　輝
之

翔
平
の
胸
す
く
ニ
ュ
ー
ス
海
を
越
え

　
　
　
　
溜
飲
下
げ
る
積
も
る
ス
ト
レ
ス

湯
　河
　山
田
　司
郎

稲
作
も
ド
ロ
ン
飛
び
立
ち
様
変
わ
り

　
　
　
　
防
除
と
追
肥
同
時
に
施
行

女
性
と
の
ペ
ア
ー
を
組
ん
で
出
る
言
葉

　
　
　
　
打
ち
損
じ
て
の
ご
め
ん
と
い
い
よ

下
石
見
　浅
川
　三
郎
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「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝
え
る

手
話
。
鳥
取
県
で
は
手
話
言
語
条
例
制
定
後
、

手
話
を
見
か
け
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
日

南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の

ペ
ー
ス
で
基
本
的
な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
手
話
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
一

緒
に
手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　４
日
（
日
）
14
時
〜
15
時
30
分

　場
所

　文
化
セ
ン
タ
ー
第
３
会
議
室

【
問
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)「手話表現には、色々な表現方法があります。」

９
月
の
日
程

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

　田　 　子　　 96歳　　　 下石見
田　口　久　雄　　 87歳　　　 多　里
柴　田　　　秀　　 84歳　　　 生　山
山　本　久　教　　 84歳　　　 萩　原
松　尾　　　公　　 90歳　　　 多　里
田　淵　　　恭　　 88歳　　　 印　賀
渡　邊　より子　　 94歳　　　 茶　屋
（令和４年７月15日～令和４年８月15日受付分）

　氏　　名　　　　　届  出  人　　　      住　所 
りゅう じ

ゆう ひ

ご誕生おめでとうございます

小　谷　琉　仁　   崚　慈　　　上石見

土　山　夕　陽　   　聡　　　　福寿実

令和４年７月末日現在

外国人を含めた世帯数と人口を掲載しています。

■世 帯 1,933（＋ 3）  ■人 口  4,210（ −  1）
■    男 2,000（ −  3）  ■　  女  2,210（＋ 2）

左手を開いて手の甲を上
に向け、左手の親指から
小指に沿って右手の親指
と人差し指でつまむしぐ
さをする

左手の４指と右手の２
指の指先を合わせ右手
を半回転させながらお
ろす

両手を肩のあたりで構
え、顔に風を送るように
数回手前に動かす

「
秋
」＝「
涼
し
い
」

あ
じ
さ
い

　
　
　
　
広
報
に
ち
な
ん
７
月
号
の
訂
正

６
月
25
日
発
行
の
広
報
に
ち
な
ん
７
月
号
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
訂
正
箇
所
：
19
ペ
ー
ジ

　
広
報
文
芸
　
渡
邊
文
照
さ
ん
の
川
柳

　
　
　
　
誤
：
影
ぼ
う
し
　
九
十
ま
で
に
は
　
つ
く
り
た
い

　
　
　
　
正
：
影
ぼ
う
し
　
九
十
ま
で
は
　
つ
く
り
た
い

お
わ
び

「
紅
葉
」

「
季
節
」＝「
四
季
」



「
か
あ
ち
ゃ
ん
大
好
き
」

「
い
た
ず
ら
大
好
き
」

　とにかく家の中でいたずらばかりします。コン
セントを引っ張ったり、ティッシュをひたすら出
してみたり、いろんなものに手を伸ばしていたず
らをしようとします。ハイハイがものすごく速い
ので、家中で追いかけっこしています。
　生まれて数ヶ月間は寝かしつけにすごく時間が
かかり、抱っこも長時間していましたが、最近は
添い寝で寝るようになりました。成長を感じると
同時に少し寂しさもあります。
　「ごはんをいっぱい食べて、お兄ちゃんたちに
負けないくらい元気にすくすく育ってほしいな」
とご両親。

　何をするにもかあちゃんじゃなきゃいけませ
ん。ごはんを食べさせるのも、寝かしつけも、
お風呂も、だっこも全部かあちゃんがいいよう
です。おとうちゃんも頑張っているのに泣かれ
てしまいます。
　最近は声や態度で「嫌」を伝えてくれるよう
になり、首を振ったり「んー」といったりして
教えてくれます。気分がいいと首をかしげてに
こにこします。
「元気で、人に好かれる優しい人になってほし
いな」とご両親。

令和３年６月27日生まれ令和３年６月27日生まれ
　（父） さん　（母） さん　（父）卓也さん　（母）万里加さん

おおつかおおつか まつりまつりやまがたやまがた

大塚　ひなた さん【 生山 】大塚　ひなた さん【 生山 】
令和 年 月 日生まれ令和３年７月30日生まれ

　（父）篤司さん　（母）麻衣美さん　（父）篤司さん　（母）麻衣美さん

山形　茉莉 さん【 生山 】山形　茉莉 さん【 生山 】

■編集･発行　日南町役場 企画課　〒 689－5292　鳥取県日野郡日南町霞800  TEL/0859－82－1115　FAX/0859－82－1478

オッサン

ショウオが行く 岡本　壮太郎 さん
おかもと そうたろう

岡本さんからのメッセージ

　日南町での空手の練習や、米子ジムでの練習でやってきた
ことを試合で出すことができ、優勝につながったと思います。
　今年はK-1のジュニア大会やキックボクシング大会にも出
場し、より強い相手にも勝てるよう、練習も試合も頑張りた
いです。
　これからも応援してもらえるとうれしいです。

（写真提供）NPO法人全日本グローブ空手道連盟

特別編

　3月21日に大阪府で開催されたグローブ空手道の全国決勝
大会を決める大会「決戦ⅩⅧ」（主催：NPO法人全日本グ
ローブ空手道連盟）において、日南小5年の岡本壮太郎さん
が勝利をおさめ、部門別（小学3・4年生の部 / 重量級）の年
間王者に輝きました。
　グローブ空手とは、ボクシンググローブを着用し、突き・
蹴りを主体として行われる競技空手です。今大会は、令和3
年度中に複数回開催された大会の通算成績をもとに、全日本
大会の優勝者と年間ランキングの上位者が対戦し、年間王者
を決定する決勝大会として位置づけられています。
　安定した成績で決勝大会に進出した岡本さんは、今大会で
も見事なパフォーマンスを発揮し、3人の審判員全員からポ
イントを獲得して勝利をおさめました。

　日南小学校5年。小学３年生からグロー
ブ空手を始め、現在は米子ジムに所属し
て日々鍛錬に励んでいる。

岡本　壮太郎 さん(生山 )岡本　壮太郎 さん(生山 )
おかもと そうたろう

㊗グローブ空手道年間王者！


